
在宅医療サポートセンター

有田市医師会在宅医療サポートセンター

〈 お問い合わせ先 〉	
有田市医師会在宅医療サポートセンター	
〒 649-0304　有田市箕島 33 番地の 1（紀州有田商工会議所 2F）
TEL　0737-85-3388　FAX　0737-85-3389　HP： https:/aridashi-support.com/ 

有田市医師会

だより
在宅医療における新型コロナウイルス感染症予防対策 お役立ちリンク集

和歌山県
❶　「和歌山県における新型コロナウイルス感染症発生状況」
　　 毎日更新

厚生労働省
❷　「新型コロナウイルス感染（COVID-19）診療の手引き・第４版」
　　 2020 年 12 月 4 日

厚生労働省
❸　「介護現場における感染対策の手引き」
　　 2020 年 10 月

東北大学大学院医学系研究科総合感染症学分野
❼　「在宅分野における新型コロナウイルス感染症予防策等」
　　 2020 年 11 月 2 日　※各論の診療所からお入り下さい

日本在宅医療連合学会
❻　「在宅医療における新型コロナウイルス感染症対応 Q ＆ A 改定第２版」
　　 2020 年 6 月 20 日

国立感染症研究所国立国際医療研究センター国際感染症センター
❺　「新型コロナウイルス感染症に対する感染管理」　
　　 2020 年 10 月 2 日

厚生労働省
❹　「新型コロナウイルス感染（COVID-19）病原体検査の指針（第２版）」
　　 2020 年 11 月 10 日

日本老年医学会
❽　「新型コロナウイルス感染症」高齢者として気を付けたいポイント
　　 2020 年 3 月 13 日　指導啓発用チラシ

新年のご挨拶

センター長

皆 様、明けましておめでとう

ございます。平素はサポー

トセンター業務に多大なるご支援を賜り、厚く御礼申

し上げます。当サポートセンターは開設5年目を迎え、

年を重ねるたびに各種研修会や勉強会、講演会も充実

してきており、在宅医療に移行する方々への主治医紹

介も順調に進めてまいりました。しかし、ご存知の通

り昨年 1月から発生しました新型コロナウイルス感染

症のために、計画しておりました数々の協議会、研修

会、講演会、各種イベントを中止、延期せざるを得ず、

大変残念な 1 年となりました。コロナ禍は当分続く

ものと考えられ、サポートセンターとしての活動は更

なる制限を受けると思われます。このような状況では

ありますが、介護連携の会や仲間たちの会、在宅医療

介護連携推進協議会などにご参加いただいております

多職種の皆様と協力し合いながら、それぞれのスキル

アップを図り、大切な市民啓発活動も進めていきたい

と考えております。コロナ禍においては SNS による情

報発信やWEB 講演会の開催などが極めて重要となり

ますので、更なるご理解とご支援をお願い申し上げま

す。また医療・介護の現場ではいかにコロナ感染者を

出さないかが大きな問題であります。コロナに関する

情報は出来るだけ速やかに伝達し、感染予防にも協力

できればと考えています。今年もどうぞ宜しくお願い

申し上げます。

中村 吉伸

有田市認知症フォーラム 2020
日時 ： 3 月 27 日（土）
場所 ： 橘家２F
対象 ： 医師　　

研修の予定

講師に紀北分院院長 内科学教授
廣西昌也先生をお迎えし、ご講演いただきます。
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◆ 有田市在宅医療サポートセンターの活動内容 ◆

医療や介護を必要とする方が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続
けることができるよう、地域における医療・介護の関係機関と連携し、
包括的かつ継続的なサポートをいたします。お気軽にご利用ください。

☆訪問診療が可能な医師を探している
☆訪問歯科診療が可能な歯科医を探している
☆訪問指導が可能な薬局を探している
☆在宅医療に関する情報の提供

相談支援 住民への啓発

医療・介護関係者の研修 医療・介護資源の把握

☆住民を対象とした講演会の開催

☆各種のイベントにおける在宅医療の啓発

☆関係機関にサポートセンターだよりを送付

相談内容によって各機関と連携して対応します

☆専門職を対象とした研修
☆医療・介護の多職種が参加する研修会
　の開催
☆介護サービス事業所を対象とした研修　
　会の開催

☆有田市内の医療機関における在宅医療の
　取組状況を調査
☆有田圏域の歯科診療・薬局における
　在宅医療の取組状況を調査
☆有田圏域の介護施設における施設機能や
　認知症への対応について調査

歯科訪問診療・薬局訪問指導の
ホームページ掲載について

有田圏域の歯科医と薬局に
在宅診療や在宅指導の取組
みについて調査中です。
本年度中にはホームページ
に掲載予定です。

『もしバナカード』の貸出をしています

貸出期間は最大 2 週間とな
ります。空き状況につきまし
ては、当センターまでお問い
合わせ下さい。ホームページ
に掲載しております借用申請
書にご記入の上、FAX または
当日ご持参下さい。

ACP を考えるきっかけ作り等にご活用下さい

あけましておめでとうございま

す。有田市医師会在宅医療サ

ポートセンターは平成 28 年 4 月に開設し、本年の 4

月で６年目を迎えることになります。開設当初より皆

様の温かいご支援、ご協力により、在宅医療サポート

センターとしての役割を果たすべく機能が年々充実さ

れてきました。しかし、昨年は中国武漢に端を発した

新型コロナウイルス感染症の世界的蔓延により、当セ

ンターも各専門職との連携会議等にかなりの活動制限

を余儀なくされました。

　さて、新年を迎えましたが、新型コロナウイルス感

染症の猛威はなお衰えることなく、第 3 波の収束の

兆しも未だ見通せない状況にあります。今年度は、そ

んな中でも ICT を利用した医療・介護職の連携会議の

推進、そして研修会の開催等に力を注ぎ、地域の皆様

ができるだけ安心安全に在宅医療、在宅介護を受けて

いただけるよう何とか頑張っていきたいと思います。

2021 年の干支は辛丑（かのと・うし）です。「辛」は

痛みを伴う幕引き、「丑」は殻を破ろうとする命の息

吹と希望を意味するそうです。つまり、衰退や痛みが

大きければ命の初動が大きくなり、芽吹きが大きけれ

ばその分、激烈に枯れる。辛いことが多いだけ、大き

な希望が芽生える年になることを示していると言われ

ています。これを現状に当てはめれば、アメリカのファ

イザー社が新型コロナウイルスに対するワクチン開発

に成功し、2月下旬より日本でもその接種が開始され

るようです。まさに待望の希望の芽が出始めました。

　有田市医師会在宅医療サポートセンターは、本年が

希望の年となることを切に願い、また、地道に賢明に

努力もし、地域の皆様ができるだけ安心安全に在宅医

療、在宅介護を受けていただけるよう頑張っていきた

いと思います。皆様、本年もどうぞよろしくお願い致

します。

副センター長

中元 耕一郎

訪問看護ステーション
への聞き取り調査
訪問看護ステーションへ対応可能な対象や
可能な医療処置について聞き取り調査を実
施しました。調査結果は、有田・有田市の
サポートセンターで共有し、病院等からの
問い合わせに活用していきます。

◇◇　活動報告　◇◇

有田市在宅医療・介護連携推協議会
11 月 26 日（土）有田市消防本部５階において開催されました。
有田市の医療関係者・介護関係者・行政・消防署の方達が集まり、
延命治療を望まない方の救急搬送やコロナウイルス対策などを話し
合いました。地域の皆さんにより良い在宅医療・在宅介護サービス
を提供できるよう今後も様々な課題を協議していきます。

「認知症と共に生きる
　まちづくり実行委員会」への参加
昨年に引き続き参加させていただきました。今年は新型コロナウ
イルス感染症対策によりイベント開催は中止し、ポスター・リー
フレット・アンケート・ラジオ・卓話等で認知症に対する正しい
知識の普及・啓発活動を行いました。「認知症になっても住み慣
れた地域で安心して暮らせるまち」をめざした活動に今後も関
わっていきたいと思います。


